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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本防錆

技術協会(JACC)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきと

の申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これに

よって，JIS Z 0303:1985 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
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さび止め包装方法通則 
General rule for rust preventive packaging method 

 

序文 

この規格は，1959 年に制定され，その後 3 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 1985 年に

行われたが，その後の技術革新に対応するために改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉄鋼を主とした金属材料及び金属製品（以下，金属製品という。）を輸送又は保管するとき

に，さびの発生を防ぐために施す，さび止め包装方法及び試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS H 4160 アルミニウム及びアルミニウム合金はく 

JIS K 2241:2000 切削油剤 

JIS K 2246:2007 さび止め油 

JIS K 7126-1 プラスチック－フィルム及びシート－ガス透過度試験方法－第 1 部：差圧法 

JIS K 7126-2 プラスチック－フィルム及びシート－ガス透過度試験方法－第 2 部：等圧法 

JIS K 7129 プラスチック－フィルム及びシート－水蒸気透過度の求め方（機器測定法） 

JIS P 8133 紙，板紙及びパルプ－水抽出液 pH の試験方法 

JIS Z 0103 防せい防食用語 

JIS Z 0108 包装用語 

JIS Z 0208:1976 防湿包装材料の透湿度試験方法（カップ法） 

JIS Z 0305:1998 鉄鋼の化学的清浄方法 

JIS Z 0310 素地調整用ブラスト処理方法通則 

JIS Z 0701 包装用シリカゲル乾燥剤 

JIS Z 1514:1994 ポリエチレン加工紙 

JIS Z 1519:1994 気化性さび止め剤 

JIS Z 1520 はり合せアルミニウムはく 

JIS Z 1535:1994 気化性さび止め紙 

JIS Z 1702 包装用ポリエチレンフィルム 


